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1.  平成22年2月期第3四半期の連結業績（平成21年2月21日～平成21年11月20日） 

（注）営業収益は、連結損益計算書の「売上高」と「営業収入」を合計して記載しております。 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年2月期第3四半期 841,960 ― 13,335 ― 11,492 ― △2,861 ―

21年2月期第3四半期 883,731 △1.3 29,262 18.8 28,247 24.4 5,045 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年2月期第3四半期 △14.48 ―

21年2月期第3四半期 26.11 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年2月期第3四半期 975,374 338,538 24.4 1,205.46
21年2月期 960,602 344,870 25.5 1,235.91

（参考） 自己資本   22年2月期第3四半期  238,145百万円 21年2月期  244,479百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年2月期 ― 9.00 ― 9.00 18.00
22年2月期 ― 9.00 ―

22年2月期 
（予想）

9.00 18.00

3.  平成22年2月期の連結業績予想（平成21年2月21日～平成22年2月20日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,150,000 △3.4 21,900 △45.5 19,200 △50.7 △1,000 ― △5.06
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 上記の業績予想につきましては、現時点で入手された情報に基づき判断した予想であります。従いまして、実際の業績は様々な要因により、これらの業 
績とは異なることがありますことをご承知おきください。また、上記の業績予想に関する事項につきましては、４ページ【定性的情報・財務諸表等】３．連結業
績予想に関する定性的情報をご覧ください。 
 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準
適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年2月期第3四半期 198,565,821株 21年2月期  198,565,821株

② 期末自己株式数 22年2月期第3四半期  1,010,912株 21年2月期  752,690株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年2月期第3四半期 197,581,363株 21年2月期第3四半期 193,266,725株
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当第３四半期連結累計期間（平成21年2月21日～平成21年11月20日）におけるわが国経済は、景気の悪
化に底打ちの兆しがみられるものの、企業業績の低下や雇用環境の悪化が続き、さらにはデフレ懸念な
ど、景気の先行きは不透明な状況で推移しました。 
 このような経済状況のもとで、当社グループはグループ各社が連携と協調を図りつつ、経営資源の効率
的な活用と収益性の確保に努めました。また、新生活創造小売業を標榜し、グループシナジーの追及によ
り商品の企画・提案力、販売戦略の強化と高効率化等を推進しました。しかしながら、厳しい経済情勢に
よる不安感を背景に、生活者の節約志向、生活防衛意識の一層の高まりなどから個人消費が低迷し、引き
続き厳しい状況が続きました。 
 その結果、当第３四半期のグループ連結業績は、営業収益８，４１９億６０百万円（前年同期比４.
７％減）、営業利益１３３億３５百万円（前年同期比５４.４％減）、経常利益１１４億９２百万円（前
年同期比５９.３％減）となりました。また、四半期純損益は特別損失として減損損失４８億５３百万円
及びたな卸資産評価損４０億７２百万円等を計上したことにより、四半期純損失２８億６１百万円（前年
同期は四半期純利益５０億４５百万円）となりました。 
  
（セグメント別の業績の動向） 

＜総合小売業＞ 
 総合小売業は営業収益６，１３９億２０百万円（前年同期比１．８％減）、営業損失４億６９百万円
（前年同期は営業利益７５億３３百万円）となりました。 
 ユニー㈱においては、期首にユニー営業本部（旧ユニー店舗）とユーストア営業本部（旧ユーストア店
舗）を統合し、新たに「ピアゴ営業本部」を発足させました。大型店中心のアピタ店舗はより豊かで楽し
い生活提案をより多く取り入れた「日常生活向上店」を、中小型店中心のピアゴ店舗は地域密着型の「日
常生活便利店」を目指します。また、従来より協力関係にありました伊藤忠商事株式会社と両社の更なる
企業価値の向上を目的として、平成２１年１０月２２日に資本・業務提携の覚書を締結しました。低価
格、高品質で利益の出る商品開発や商品調達・物流効率化によるコスト削減、中国での店舗展開などで協
力し、経営のスピードアップを目指します。 
 営業企画としては、各種の不用品引き取りセールやお客様の節約志向を価格に反映したプライベートブ
ランドの開発などを積極的に進めました。プライベートブランドでは、ユニー㈱、イズミヤ㈱、㈱フジの
三社協業による共通プライベート商品「ＳｔｙｌｅＯＮＥ」を平成２１年８月２１日より販売を開始しま
した。スケールメリットの創出による商品原価低減などにより、高まる節約志向に対応しています。ま
た、エコ・ファースト企業として環境への取り組みを積極的に展開し、環境団体への寄付金付き「エコと
くお買物券」プレゼントなどを実施しました。 
 その結果、消費環境が厳しいなか、既設店の客数前年比は９９．０％と微減にとどまりましたが、景気
の低迷に加え新型インフルエンザや天候不順も重なったほか、小売業の低価格競争が激化し、客単価前年
比が９３．８％と苦戦したこと等により、既設店売上高が前年同期比６.８％減、商品部門別では衣料が
１４．６％減、住居関連が７．０％減、食品が４．７％減と大変厳しい結果となりました。 
 当セグメントの営業費用は、退職給付引当金繰入額や新店オープンによる減価償却費などが増加しまし
たが、経費削減に取り組んだことにより、６，１４３億８９百万円（前年同期比０．６％減）となりまし
た。 
  
＜コンビニエンスストア＞ 

 コンビニエンスストアは営業収益１，４５７億９１百万円（前年同期比８.８％減）、営業利益１１９
億６９百万円（前年同期比３５．４％減）となりました。 
 ㈱サークルＫサンクスにおいては、看板ブランドであるパスタやデザートのさらなる強化及びブランド
の向上に取り組みました。また、お客様の低価格志向に対応し、低価格ながら価格以上の品質、価値を実
現した「オテゴロ弁当」シリーズを投入し、売上は好調に推移しています。 
 しかしながら、冷夏により売上不振となった７～８月以降も消費低迷や低価格志向、異業種との競争激
化などにより、広範な商品カテゴリーにおいて売上の低迷が続き、当第３四半期における既設店売上高
（単体）は前年同期比５．０％減となりました。 
 当セグメントの営業費用は、昨年までの大型システム投資に伴う減価償却費等の費用が増加しました
が、計画を大幅に下回る販売費及び一般管理費の経費削減により、１，３３８億２２百万円（前年同期比
５．３％減）となりました。 
  
＜専門店＞ 

 専門店の営業収益は６５８億円（前年同期比１９．３％減）、営業損失１１億３百万円（前年同期比２
億８２百万円の悪化）となりました。 
 ㈱パレモにおいては、戦略商品「メガ安商品」の販売、強みであるトレンド商品のクイック生産の強化
などの取り組みにより、客単価に課題は残るものの、客数は回復基調にあります。しかしながら、外資系
専門店等のファストファッションの台頭による競争激化や消費マインドの低下などにより、既設店売上高

・定性的情報・財務諸表等

1. 連結経営成績に関する定性的情報
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が前年同期比１３．１％の減少となり、営業収益は２２１億２３百万円（前年同期比９．７％減）、営
業利益は１億７４百万円（前年同期比１０．６％減）と厳しい結果となりました。 
 ㈱鈴丹においては、「中期経営計画（CS10）」の達成に向けグループ全体で収益体制の確立に取り組み
ました。また、低価格志向が強まる中、雑誌販促、割引やお買物券プレゼントなどの営業強化を図りまし
た。しかしながら、消費マインドの冷え込みや気温が高めに推移したこともあり、既設店売上高が前年同
期比１６．９％の減少となり、営業収益１２０億３７百万円（前年同期比１５．７％減）、営業損失４億
３百万円（前年同期は営業利益１億２百万円）と非常に厳しい結果となりました。  
 ㈱さが美においては、再建計画２年目に当たり「成長に向けての基盤作りの年」と位置づけ、赤字店の
閉鎖、事業の撤退を進める一方で、顧客の維持、客数増を最重点課題とした積極的な施策を実施しまし
た。また、ホームファッション事業のブランド再構築計画やローコストへの取り組み（採用の最小化、あ
らゆる経費の見直しなど）を進めています。しかしながら、きもの市場の縮小、再建計画に沿った店舗閉
鎖等により、営業収益２５４億６８百万円（前年同期比２６．１％減）、営業損失４億９３百万円（前年
同期は営業損失４億３４百万円）となりました。 
  
＜金融＞ 

 金融の営業収益は１８１億１９百万円（前年同期比２．７％減）、営業利益２４億６７百万円（前年同
期比１５．４％減）となりました。 
 ㈱ＵＣＳにおいて、総合あっせん事業はユニーグループ加盟店での安定した取扱高の確保に加え、同グ
ループ外の取扱高も好調に推移しましたが、融資事業は経済環境の悪化や総量規制を見据えた厳格な与信
管理により取扱高が減少し、営業収益１３８億７５百万円（前年同期比４．５％減）となりました。 
 ㈱ゼロネットワークスにおいては、ＡＴＭ運用業務の受託事業が順調に推移し、営業収益４２億４６百
万円（前年同期比４．２％増）となりました。 
 当セグメントの営業費用は、１５６億５２百万円（前年同期比０．３％減）となりました。 
  
なお、文中の前年同期比は参考として記載しております。 
  

財政状態の変動状況 
 当第３四半期末における総資産は９，７５３億７４百万円となり、前連結会計年度末に比べて１４７億
７２百万円増加しました。これは主に、新店増加による有形固定資産の増加によるものです。 
 また有利子負債は、前連結会計年度末に比べて２６１億５百万円増加し、３,５７２億４９百万円にな
りました。 
 純資産の第３四半期末残高は３,３８５億３８百万円となり、この結果、自己資本比率は２４．４％、
１株当たり純資産は１,２０５円４６銭となりました。 
  

当社グループを取り巻く環境は、景気の悪化に底打ちの兆しがみられるものの、雇用情勢や賃金環境の
悪化により個人消費の低迷が長期化するリスクも見受けられ、一段と厳しさを増すものと予想されます。
このような状況を踏まえ、平成２１年４月９日に公表しました平成２２年２月期の業績予想を修正してお
ります。 
 詳細につきましては、平成２１年９月２４日に公表しております「業績予想の修正に関するお知らせ」
をご参照ください。 
  

2. 連結財政状態に関する定性的情報

3. 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 
  

・簡便な会計処理 
①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

一部の国内連結子会社において、当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率が前連結会計年度
末に算定したものと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使
用して貸倒見積高を算定しております。 

②棚卸資産の評価方法 
実地棚卸を省略し、第２四半期連結会計期間末の実地棚卸高を基礎として、合理的な方法によ

り算定しております。 
③固定資産の減価償却費の算定方法 

一部の国内連結子会社を除き、定率法を採用している資産について、当連結会計年度に係る減
価償却額を期間按分して算定しております。 

④法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法  
法人税等の納税額の算定に関して、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定す

る方法で算定しております。繰延税金資産の回収可能性判断に関しては、前連結会計年度以降に
経営環境等、かつ一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合には、前連結会計
年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法で算定してお
り、前連結会計年度末以降に経営環境等、または一時差異等の発生状況に著しい変化が認められ
た場合には、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングに当該
著しい変化の影響を加味したものを利用する方法で算定しております。 
  

・四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 
該当事項はありません。 

  

①四半期財務諸表に関する会計基準の適用 
当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財

務諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、
「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

②棚卸資産の評価方法 
通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、一部の商品を除き売価還元法による原

価法、呉服等については個別法による低価法及び主な生鮮食料品については最終仕入原価法による
原価法を採用しておりましたが、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基
準」（企業会計基準第９号 平成１８年７月５日公表分）が適用されたことに伴い、一部の商品を
除き売価還元法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）、呉服等については個別法
による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）及び主な生鮮食料品については最終仕入原
価法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）に変更しております。 
 なお、この変更に伴い、従来と同一の会計処理によった場合に比べ、当第３四半期連結累計期間
における売上総利益、営業総利益、営業利益及び経常利益が９１３百万円、税金等調整前四半期純
利益が４,９８５百万円減少しております。 
 また、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。 

③連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱いの適用 
当連結会計年度より「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」

（実務対応報告第１８号 平成１８年５月１７日）を適用し、連結上必要な修正を行っておりま
す。 
 なお、この変更に伴い、当連結会計年度期首の利益剰余金が８百万円増加しております。 

④リース取引に関する会計基準の適用 
所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計

処理によっておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第１３号 平成１９
年３月３０日改正)及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第１
６号 平成１９年３月３０日改正)が平成２０年４月１日以降開始する連結会計年度に係る四半期
連結財務諸表から適用できることになったことに伴い、第１四半期連結会計期間よりこれらの会計
基準等を早期適用しております。 
（借手側） 

 所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計
処理によっておりましたが、第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等を早期適用し、通常

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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の売買取引に係る方法に準じた会計処理を採用しております。 
 なお、リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引について
は、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しております。 
（貸手側） 

 所有権移転外ファイナンス・リースに係る収益の計上基準については、リース料受取時に利息相
当額と元本回収額とに区分し、利息相当額は損益として処理し、元本回収額はリース投資資産の元
本回収額として処理する方法によっております。 
 なお、リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引について
は、会計基準適用初年度の前連結会計年度末における固定資産の適正な帳簿価額（減価償却累計額
控除後）をリース投資資産の期首の価額として計上しており、会計基準適用後の残存期間において
は、利息相当額の総額をリース期間中の各期に定額で配分しております。 
 この変更に伴い、従来と同一の会計処理によった場合に比べ、当第３四半期連結会計期間末にお
けるその他の流動資産（リース投資資産）が２７６百万円、リース資産が９,４４２百万円、その
他の流動負債（リース債務）が１,１６１百万円、リース債務が５,６３０百万円それぞれ増加して
おりますが、当第３四半期連結累計期間の損益及びセグメント情報に与える影響額は軽微でありま
す。 

⑤物流費に係る受託収入について 
従来、取引先から収受する物流費のうち自社物流拠点を利用するものについては、営業収入の

「手数料収入」としておりましたが、第１四半期連結会計期間より物流体制の見直しによる物流拠
点の集約化を契機として、より明瞭な表示に資するため、取引先から収受する物流費のすべてにつ
いて、物流に係る費用（販売費及び一般管理費）から相殺することに変更しております。 
 なお、この変更に伴い、従来と同一の会計処理によった場合に比べ、当第３四半期連結累計期間
における営業収入及び販売費及び一般管理費が、それぞれ１,２１７百万円減少しておりますが、
営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。 
 また、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。 
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年11月20日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年２月20日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 87,218 84,818

受取手形及び売掛金 58,504 53,501

有価証券 11,173 17,190

商品 55,777 56,969

短期貸付金 42,170 46,245

繰延税金資産 8,924 4,862

その他 51,898 40,651

貸倒引当金 △5,911 △5,338

流動資産合計 309,754 298,903

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 217,096 210,073

工具、器具及び備品（純額） 10,732 11,895

土地 190,954 182,350

リース資産（純額） 9,442 －

建設仮勘定 4,601 13,233

その他（純額） 3,883 4,245

有形固定資産合計 436,711 421,798

無形固定資産   

のれん 14,136 14,770

その他 25,372 25,220

無形固定資産合計 39,509 39,991

投資その他の資産   

投資有価証券 17,838 18,846

長期貸付金 1,359 1,507

繰延税金資産 18,423 19,143

差入保証金 133,871 141,269

その他 20,902 21,937

貸倒引当金 △2,995 △2,795

投資その他の資産合計 189,399 199,909

固定資産合計 665,620 661,699

資産合計 975,374 960,602
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(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年11月20日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年２月20日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 100,242 94,858

短期借入金 18,186 19,128

1年内償還予定の社債 15,000 －

1年内返済予定の長期借入金 17,635 23,289

コマーシャル・ペーパー 66,500 57,000

未払金 35,587 39,763

未払法人税等 1,530 6,986

繰延税金負債 － 121

役員賞与引当金 93 132

賞与引当金 6,681 4,005

ポイント引当金 1,582 818

事業構造改善引当金 760 1,135

その他 62,208 61,996

流動負債合計 326,008 309,235

固定負債   

社債 － 15,000

長期借入金 233,135 216,727

リース債務 5,630 －

繰延税金負債 528 517

再評価に係る繰延税金負債 85 85

退職給付引当金 2,605 2,935

利息返還損失引当金 2,509 2,527

負ののれん 3,002 3,005

長期預り保証金 57,459 58,843

その他 5,870 6,855

固定負債合計 310,827 306,496

負債合計 636,836 615,731

純資産の部   

株主資本   

資本金 10,129 10,129

資本剰余金 58,824 58,826

利益剰余金 170,396 176,810

自己株式 △1,201 △1,160

株主資本合計 238,148 244,605

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1,621 1,379

繰延ヘッジ損益 △55 △25

土地再評価差額金 △518 △518

為替換算調整勘定 △1,050 △962

評価・換算差額等合計 △3 △125

少数株主持分 100,393 100,390

純資産合計 338,538 344,870

負債純資産合計 975,374 960,602
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年２月21日 
 至 平成21年11月20日) 

売上高 717,288

売上原価 530,780

売上総利益 186,507

営業収入  

不動産収入 29,828

手数料収入 94,844

営業収入合計 124,672

営業総利益 311,179

販売費及び一般管理費  

貸倒引当金繰入額 2,435

給料及び手当 82,170

賞与引当金繰入額 6,682

退職給付引当金繰入額 4,388

利息返還損失引当金繰入額 1,183

賃借料 67,588

減価償却費 23,468

その他 109,928

販売費及び一般管理費合計 297,844

営業利益 13,335

営業外収益  

受取利息 800

受取配当金 339

負ののれん償却額 592

持分法による投資利益 41

受取補償金 368

テナント内装工事負担金 242

その他 772

営業外収益合計 3,156

営業外費用  

支払利息 3,239

支払補償費 1,045

その他 714

営業外費用合計 4,999

経常利益 11,492

特別利益  

固定資産売却益 191

貸倒引当金戻入額 143

事業譲渡益 261

その他 0

特別利益合計 597
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(単位：百万円)

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年２月21日 
 至 平成21年11月20日) 

特別損失  

固定資産処分損 972

減損損失 4,853

投資有価証券評価損 8

たな卸資産評価損 4,072

その他 792

特別損失合計 10,699

税金等調整前四半期純利益 1,390

法人税、住民税及び事業税 6,057

法人税等調整額 △3,610

法人税等合計 2,447

少数株主利益 1,805

四半期純損失（△） △2,861
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表

に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結

財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

該当事項はありません。 

  

当第3四半期連結累計期間(自 平成21年2月21日 至 平成21年11月20日) 

 
(注)１．事業区分の方法 

    事業の区分の方法は、グループ内の事業展開を基準として区分しております。 

  ２．各事業区分の主要な内容 

    ・総合小売業…………………衣料品、住居関連品、食料品等の小売業 

    ・コンビニエンスストア……フランチャイズシステムを主とするコンビニエンスストア事業 

    ・専門店………………………呉服、婦人服等の専門小売業                        

    ・金融…………………………クレジットの取扱業務・保険代理業・リース取引、ＡＴＭ運用 

                 業務の受託 

    ・その他………………………警備・清掃・保守業務、リフォーム・リペア事業、不動産事業  

                 等  

  ３．営業収益は、売上高及び営業収入の合計額であります。 

  ４．会計処理の方法の変更 

（たな卸資産の評価基準及び評価方法）  

 通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、一部の商品を除き売価還元法による原価法、呉服 

等については個別法による低価法及び主な生鮮食料品については最終仕入原価法による原価法を採用しており 

ましたが、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成  

１８年７月５日公表分）が適用されたことに伴い、一部の商品を除き売価還元法による原価法（収益性の低下

による簿価切下げの方法）、呉服等については個別法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）

及び主な生鮮食料品については最終仕入原価法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）に変更

しております。  

 なお、この変更に伴い、従来と同一の会計基準によった場合に比べ、当第３四半期連結累計期間における営

業利益が総合小売業で９１９百万円、コンビニエンスストアで８７百万円減少し、専門店で９３百万円増加し

ております。  

（物流費に係る受託収入）   

 従来、取引先から収受する物流費のうち自社物流拠点を利用するものについては、営業収入の「手数料収入 

」としておりましたが、第１四半期連結会計期間より物流体制の見直しによる物流拠点の集約化を契機とし  

て、より明瞭な表示に資するため、取引先から収受する物流費のすべてについて、物流に係る費用（販売費及 

び一般管理費）から相殺することに変更しております。  

 なお、この変更に伴い、従来と同一の会計処理によった場合に比べ、当第３四半期連結累計期間における営

業収益及び営業費用が総合小売業で１,２１７百万円減少しておりますが、営業利益に与える影響はありませ

ん。  

  

該当事項はありません。 

(3）継続企業の前提に関する注記

(4) セグメント情報 

〔事業の種類別セグメント〕

総合 
小売業 
(百万円)

コンビニ
エンスス
トア 

(百万円)

専門店
(百万円)

金融
(百万円)

その他
(百万円)

計 
(百万円)

消去又は全
社 

(百万円)

連結
(百万円)

営業収益及び営業損益

 (1) 外部顧客に 
   対する営業収益

611,948 145,782 65,800 15,585 2,842 841,960 ― 841,960

 (2) セグメント間の内部 
   営業収益又は振替高

1,971 9 ― 2,533 11,950 16,465 △ 16,465 ―

計 613,920 145,791 65,800 18,119 14,793 858,425 △ 16,465 841,960

営業費用 614,389 133,822 66,903 15,652 14,308 845,076 △ 16,450 828,625

営業利益 △ 469 11,969 △ 1,103 2,467 485 13,349 △ 14 13,335

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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 前四半期に係る財務諸表等 
  （要約）四半期連結損益計算書 
   前第３四半期連結累計期間（自 平成20年2月21日 至 平成20年11月20日） 

 
  

  

  

  

「参考」

科目
平成21年2月期第3四半期

金額（百万円）

Ⅰ 売上高 752,865

Ⅱ 売上原価 546,973

  売上総利益 205,892

Ⅲ 営業収入 130,866

  不動産賃貸収入 30,328

  手数料収入 100,538

  営業総利益 336,758

Ⅳ 販売費及び一般管理費 307,496

  営業利益 29,262

Ⅴ 営業外収益 3,709

Ⅵ 営業外費用 4,723

  経常利益 28,247

Ⅶ 特別利益 654

Ⅷ 特別損失 10,611

 税金等調整前四半期純利益 18,290

 法人税、住民税及び事業税 12,003

 法人税等調整額 △2,949

 少数株主利益 4,190

 四半期純利益 5,045
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平成２２年２月期 第３四半期（参考資料） 
 

１． 連結決算  
 
①連結決算の業績                                          百万円 

 平成２２年２月期 
第３四半期累計 前 期 比 前 年 比 

営 業 収 益 ８４１，９６０ ▲ ４１，７７１   ９５．３% 

営 業 利 益  １３，３３５     ▲ １５，９２７  ４５．６% 

経 常 利 益  １１，４９２ ▲ １６，７５４  ４０．７% 

第３四半期純利益   ▲ ２，８６１ ▲ ７，９０７  ――  
 
 
②セグメント別の業績                                                                        百万円 

 営 業 収 益 前年比 営 業 利 益 前年比 

総合小売業 ６１３，９２０  ９８.２％ ▲  ４６９ ――  

コンビニエンスストア  １４５，７９１  ９１.２％  １１，９６９ ６４.６％ 

専  門  店 ６５，８００  ８０.７％ ▲ １，１０３ ――  

金  融  １８，１１９  ９７.３％ ２，４６７  ８４.６％ 

そ  の  他  １４，７９３  ９５.８％ ４８５  ４２.５％ 

 計   ８５８，４２５  ９５.３％   １３，３４９  ４５.６％ 

消去または全社 ▲ １６，４６５ ――       ▲ １４ ――  

連 結 計 ８４１，９６０  ９５.３％  １３，３３５  ４５.６％ 
 
 
③セグメント別の主な個別会社の情報   
○総合小売業                                                         百万円 

 ユ ニ ー ユニー香港 

営 業 収 益（前年比） ６０５，７２３( 111.3 ) ８，４６０(  80.8 ) 

営 業 利 益（前年比）     ▲ ７１８(  ―― )       ２９７(  59.3 ) 

経 常 利 益（前年比）  ３０５(   3.7)   ３４７(  60.9 ) 

第３四半期純利益（前年比） １，８３１(   7.0)   ３１６(  62.7 ) 

既存店伸長率 ９３．２％  ９３．８％ 
※ ユニー香港の既存店伸長率は、現地通貨ベース。  

 
○コンビニエンスストア                ○金 融                                 百万円 
 

ｻｰｸﾙＫｻﾝｸｽ連結  
Ｕ Ｃ Ｓ 

営 業 収 益（前年比） １４９，７６５(  91.6 ) 営 業 収 益（前年比） １３，８６４(  95.4 ) 

営 業 利 益（前年比）   １３，５３３(  67.6 ) 営 業 利 益（前年比）   １，２８９(  68.7 ) 

経 常 利 益（前年比） １３，１１６(  65.7 ) 経 常 利 益（前年比） １，２９６(  68.8 ) 

第３四半期純利益（前年比）   ５，２８８(  56.4 ) 第３四半期純利益（前年比）   ７５４(  66.7 ) 

既存店伸長率  ９５．０％ 
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○専門店                                                              百万円 
 

さが美連結 パレモ連結 鈴丹連結 モ リ エ 

営 業 収 益（前年比） ２５,４６８( 73.9 ) ２２,１２３( 90.3 ) １２,０３７( 84.3 )  ６,１７４( 93.3 ) 

営 業 利 益（前年比）  ▲ ４９３( ―― )    １７４( 89.4 ) ▲ ４０３( ―― )  ▲ ３７８( ―― ) 

経 常 利 益（前年比） ▲ ５３０( ―― )   １８６( 81.3 ) ▲ ４３０( ―― ) ▲ ３８８( ―― ) 

第３四半期純利益（前年比） ▲ ７５４( ―― ) ▲ ５３８( ―― ) ▲ ６７３( ―― ) ▲ ７２１( ―― ) 

既存店伸長率 ８９．６％ ８６．９％ ８３．１％ ９０．１％ 
 
 
④営業外収益の主なもの                                                                     百万円 

 平成２２年２月期 
第３四半期累計 

平成２１年２月期 
第３四半期累計 

増  減 

受 取 利 息 ８００ ７３１   ６９ 

受 取 配 当 金 ３３９ ３６８  ▲ ２９ 

受 取 補 償 金   ３６８    ７７２ ▲ ４０３ 

負ののれん償却額 ５９２ １６６   ４２５ 

テナント内装工事負担金 ２４２   ３０４  ▲ ６２ 

営業外収益計  ３，１５６   ３，７０９ ▲ ５５２ 
 
 
⑤営業外費用の主なもの                                                                      百万円 

 平成２２年２月期 
第３四半期累計 

平成２１年２月期 
第３四半期累計 

増  減 

支 払 利 息 ３，２３９ ３，１０９   １２９ 

支 払 補 償 費    １，０４５   １，０８６ ▲ ４０ 

営業外費用計  ４，９９９ ４，７２３   ２７５ 
 
 
⑥特別利益の主な項目                        百万円 

 
平成２２年２月期 
第３四半期累計 

固定資産売却益 １９１ 
事 業 譲 渡 益 ２６１ 

特 別 利 益 計  ５９７ 
 
 
⑦特別損失の主な項目                        百万円 

 平成２２年２月期 
第３四半期累計 

減 損 損 失   ４，８５３ 

固定資産処分損    ９７２ 

たな卸資産評価損   ４，０７２ 

特別損失計    １０，６９９ 
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２．ユニー㈱ 単体決算   
 
①第３四半期の業績                                                                            百万円 

 平成２２年２月期 
第３四半期累計 

前 期 比 前 年 比 

営 業 収 益 ６０５，７２３ ６１，３３７  １１１．３% 

直 営 売 上 高  ５７７，６４９ ６０，３４５ １１１．７% 

営 業 総 利 益  １６２，９４２ ７，７５９  １０５．０% 

営 業 利 益   ▲ ７１８      ▲ ７，２４５  ――  

経 常 利 益    ３０５ ▲ ８，０３４     ３．７% 

第３四半期純利益   １，８３１   ▲ ２４，２８４    ７．０% 
※ 上記の前年には、上半期のユーストアを含んでおりません。 
 
 
②第３四半期の新設店舗  
 

店 名 所 在 地 
営業面積 

(直営面積) 
開閉店日 

前期 

第３四半期 

新 設 店 舗 
    ラスパ御嵩 

(アピタ御嵩店) 
ｴｱﾎﾟｰﾄｳｫｰｸ名古屋 
(アピタ名古屋空港店) 

※ 第３四半期期末店舗数は、前期同期末に比べ４店舗増の２３５店です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
③売上伸長率                                             ％ 

平成２２年２月期          

上期計 ９月 １０月 １１月 第３Ｑ ３～11月 
前期 

３～11月 
衣 

料 

品 

既 設 店 

全 店 

86.5 
88.0 

88.5 
90.5 

80.5 
82.2 

81.3 
82.1 

82.9 
84.4 

85.4 
86.8 

92.0 
 91.2 

住 

関 

品 

既 設 店 

全 店 

93.1 
94.4 

95.2 
97.5 

93.0 
94.2 

90.3 
91.2 

92.7 
94.2 

93.0 
94.3 

 96.1 
 95.7 

食 

 

品 

既 設 店 

全 店 

96.0 
98.4 

93.7 
97.2 

93.9 
97.1 

93.5 
94.0 

93.7 
96.1 

95.3 
97.6 

99.7 
 99.8 

直 

 

営 

既 設 店 

全 店 

93.9 
95.9 

93.3 
96.4 

91.4 
94.0 

90.7 
91.4 

91.7 
93.8 

93.2 
95.2 

97.5 
 97.3 

※ 上記の売上伸長率には、前年にユーストアを含めて算出しております。 
※ 既設店の売上伸長率は、曜日調整をしているため閏年の影響はありません。しかし全店の売上伸長率は、曜日調整を

しておりません。 
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④客数・客単価の状況（既設店） 

 平成２２年２月期 
第３四半期累計 

平成２１年２月期 
第３四半期累計 増  減 

買 い 上 げ 客 数 ９９．０％ ９８．７％  ０．３％ 

客 単 価  ９３．８％  ９９．４％ ▲ ５．６％ 
※ 上記当期は、前年にユーストアを含めて算出しております。前期は、ユーストアを含んでおりません。 

 
 

⑤荒利率   

 平成２２年２月期 
第３四半期累計 

平成２１年２月期 
第３四半期累計 

増  減 

衣 料 品      ３６．３％ ３７．６％  ▲ １．３％ 

住 関 品        ２７．０％ ２７．６％ ▲ ０．６％ 

食 品        １９．４％ ２０．１％ ▲ ０．７％ 

直 営   ２３．４％ ２４．８％ ▲ １．４％ 
※ 上記前期には、上半期のユーストアを含んでおりません。 

 
 

⑥販管費の主な項目                                                                   百万円 

  平成２２年２月期 
第３四半期累計 

平成２１年２月期 
第３四半期累計 

増  減   

人 件 費 ７７，００５ ６８，４３６ ８，５６９ 

広 告 費  １１，２１４  １０，５２９    ６８４ 

内 装 費   ６７８    ５８９     ８９ 

賃 借 料  ２０，５１１  １８，４５５ ２，０５５ 

減価償却費   １４，１２７  １１，１９５  ２，９３２ 

販 管 費 計  １６３，６６１  １４８，６５６   １５，００５ 
※ 上記前期には、上半期のユーストアを含んでおりません。 

 
 

⑦営業外損益の主な項目                                                               百万円 

 平成２２年２月期 
第３四半期累計 

平成２１年２月期 
第３四半期累計 

増  減 

 
 
 

受 取 利 息    
受 取 配 当 金   
支 払 利 息    

４０５ 
  ２，３８３ 
▲ ２，２３１ 

 ２８４ 
  ２，８１０ 
▲ ２，１０８ 

   １２０ 
▲ ４２６ 
▲ １２３ 

金 融 収 支      ５５７ ９８７  ▲ ４２９ 

負ののれん償却額 ５８７ １６６ ４２０ 

長期貸倒引当金繰入 ▲ ５４０ ▲ １３８ ▲ ４０２ 

そ の 他     ４１９ ７９７ ▲ ３７７ 

営業外損益計 １，０２４ １，８１３ ▲ ７８８ 
※ 上記前期には、上半期のユーストアを含んでおりません。 
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⑧特別利益の主なもの                     百万円 

 平成２２年２月期 
第３四半期累計 

固定資産売却益   １２１ 

抱合せ株式消滅差益    ４，１２７ 

特 別 利 益 計     ４，２５１ 
 
 
 

⑨特別損失の主なもの                     百万円 

 平成２２年２月期 
第３四半期累計 

減 損 損 失     １，１２０ 
固定資産処分損       ５７６ 
たな卸資産評価損   ３，１９２ 

特 別 損 失 計  ５，５６０ 
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